                         博士学位(課程博士)申請要領
                                                        　　       情報学研究科 　
Ⅰ．提出書類
    １．学位申請書               　　　　　　　　　　　　　　      １通（所定用紙）
    ２．主論文　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　　　　　　１部
    ３．論文目録                     　　　　　　　　　　　　　　　１通（所定用紙）
    ４．主論文の要旨                 　　　　　　　　　　　　　　　１通（所定用紙）
    ５．履　歴　書                     　　　　　　　　　　　　　　１通（所定用紙）
　　６．博士学位論文の剽窃に係る届出書(和文・英文)  　　　　　 　　１通（所定用紙）
　　７．博士論文のインターネット公表確認書(和文・英文)　　　 　　　１通（所定用紙）

　　８．博士論文のインターネット公表の保留事由に係る届出書(該当者) １通（所定用紙）
                                                     (和文・英文)

　９．主論文の電子データ及び主論文の要旨の電子データ　　　     　１通（CD-R等）

　

所定用紙については，情報科学研究科ホームページからダウンロードして印刷し，提出すること。
また，主論文の要旨については，TeXのソースファイルも，ホームページにおいてある。
Ⅱ．書類作成上の注意事項(年号はすべて西暦表記とする)
　 １．学位申請書に記載された氏名及び生年月日で学位記を作成するので，注意すること。
２．主論文
  　 （１）主論文は，研究科内での博士学位論文審査期間中使用するので，提出後は容易に修正で

ない簡易製本したものとする。また，主論文を外国語で作成の場合は，指導教員と相談
すること。
   　（２）主論文は，両面印刷とする。Ａ４版の用紙を用いること。
　 　（３）主論文の表紙・背表紙に論文題目及び氏名（印刷）を記載すること。
　　　　　 なお，中表紙は，表紙に準ずること。　    
　 　（４）主論文のPDFファイルを指導教員に渡しておくこと。
   ３．論文目録
     （１）主論文が外国語の場合には，和訳を（  ）書きで付記すること。
     （２）論文目録には査読付きの学術雑誌論文，査読付きの国際会議論文，出版された研究書，総
合報告（総説），学会での口頭発表等を項目別に分類して記載するものとする。
           なお，印刷・刊行が確約されたものも，論文目録に含めてよい。
     （３）著者については，全著者を記載順に記入のこと。著者が５名以上の場合は，本人を含め５
名を記載する。それ以外の著者は，「その他○名」と記載する。
     （４）所定用紙にＰＣプリンター等で印字し用紙の外枠にかからないよう作成すること。
           ２頁以下は，補助用紙（所定用紙）を使用すること。また，フォーマットは変更しないこ
と。
     （５）その他記載の内容・方法で不明な点は，指導教員の指導を受けること。

４．主論文の要旨
           　（１）主論文の要旨は，ＰＣプリンター等で印字し用紙の外枠にかからないように作成すること。
また,フォーマットは変更しないこと。所定の字数は3,000字から4,000字程度とする。
２頁以下は補助用紙（所定用紙）を使用すること。
 （２）内容については，指導教員の指導を受けること。
 （３）論文題目が外国語の場合は，和訳を（   ）書きで付記すること。
 （４）記載にあたっては，日本語または英語で記載すること。
５．履歴書
    記入にあたっては，別添記入例を参照のこと。また，年号はすべて西暦表記とすること。
 （１）本籍地は，都道府県名（外国人は国名）のみ記入すること。
 （２）学歴は，大学卒業から，順を追って記入すること。
 （３）研究歴についても，並行して順を追って記入すること。大学院在学中の研究歴については，記
入の必要はない。ただし，日本学術振興会特別研究員等は記入すること。
 （４）学歴，研究歴，職歴の順に記載のこと。

       なお，ＴＡやＲＡに従事した期間については，いずれの履歴にも記入しないこと。

(５）記入は，ＰＣプリンター等で印字し用紙の外枠にかからないように作成すること。また，フォ
ーマットは変更しないこと。
６．博士学位論文の剽窃に係る届出書
　（１）本学が導入したチェックシステム「iThenticate」の使用を基本とする。
　（２）申請者が届出書を作成する際は，指導教員あるいは主査にiThenticateを利用して博士学位

論文のチェックを依頼すること。

　（３）博士学位論文提出時に，「博士学位論文の剽窃に係る届出書」の前半部分について，当該

　　　学位論文において，剽窃行為を行っていない旨，誓約し署名すること。

７．主論文の要旨及び主論文の電子データ
　　  博士論文及び論文の内容の要旨の公表について，原則としてPDF形式で公表されるので，CD-R等
に書き込み提出すること。

　CD-R等への書き込みの際は，主論文と主論文の要旨は別々のファイルとすること。

　PDFファイルでの提出が難しい場合は，Word，TeX，一太郎，各種画像ファイル等の提出でも構わ
ない。
８．博士論文インターネット公表確認書（両面印刷）
　　博士学位授与後に，論文全体を名古屋大学学術機関リポジトリからインターネット公表する。

　　ただし，【全文の公表の保留を希望】又は【要約の公表を希望】する場合は，別紙７及び要約を提出すること。

　　　なお，要約の様式は任意であるが，作成にあたっては以下の内容を含むこと。
　　提出書類の冒頭に「要約」である旨を明記し，「学位論文題目」・「所属」・「氏名」・
「要約本文」を含むこと。

　　

９．その他
（１）所定用紙の※印のところは記入しないこと。

 （２）その他

 　　　主論文については，名古屋大学学術機関リポジトリよりインターネットを利用して公表する
ことにより，関係機関への論文の提出が不要となるので，博士学位記授与の際に返却する。 

　
   ○本件に関する問い合わせ先　
情報学部・情報学研究科　教務学生係　小崎
        　TEL:052-789-4722  FAX:052-789-4800    
E-mail:kosaki.mitsuyoshi@adm.nagoya-u.ac.jp 

